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バッキーボウル
ボトムアップアプローチ

トップダウンアプローチ 単一組成ナノチューブ・ヘテロフラーレン
未来材料の宝庫

電子材料
分子マシン

スイッチング分子

積層構造・既存のフラーレン構造に依存しない
・ヘテロ原子等の導入が可能
・多様な合成手法が応用可能

画期的な合成戦略

「バッキーボウル・ヘテロフラーレンの自在合成」

我々は、ボトムアップアプローチに基づき、有機合成手法を駆使することにより、
お椀型共役化合物「バッキーボウル」の自在合成法を開発し、
未来材料の宝庫である単一組成ナノチューブやヘテロフラーレンなどの人工フラーレンの
創出を目指しています。



当日の体験内容
我々は最近、通常の触媒では進行しない、ハロアルケンの環化３量化反応（下式）が、パラジウム金属が

ナノメートルサイズで凝集している粒子（パラジウムナノクラスター）を用いると、速やかに進行することを

見出しています。この反応を用いることにより、これまで誰も達成できなかった「キラルバッキーボウル」の

合成が可能となりました。

今回の体験では、このクラスター触媒を用いた反応の一例を体験してもらう予定です。色の変化の観察、

各種スペクトルによる生成物の同定などを行います。
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